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様細胞（Primordial Germ Cell-like Cells: PGCLCs）を培養下で誘導し，正常
な産仔能をもつ精子や卵子へと分化させる技術が開発されてきた．一方でヒト
多能性幹細胞を起点とした分化誘導については，ヒト人工多能性幹（induced 





iPS 細胞から誘導したヒト PGCLCs を胎齢 12.5 日のマウス雌性生殖巣体細胞
と凝集させ（異種間再構成卵巣），コラーゲンをコートしたナイロン膜上で培















化された X 染色体では，DNA 脱メチル化に伴う部分的な再活性化がみとめら
れた． 
培養 77日から 120日を経た PGCLC由来卵原細胞をヒト胎児生殖細胞と比
較したところ，遺伝子発現・DNAメチル化状態ともに，発生約 7~10週（妊娠
9~12週）頃の卵原細胞に酷似していた． 
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